神奈川県知事

黒　岩　祐　治　様

決　　議　　文　
神奈川県は、知事の方針に従って緊急財政対策本部が策定した『神奈川県緊急財政対策案』に沿って、福祉関係の予算の削減を検討している。障がいのある人たちの医療と暮らしを保障し、その人らしく安心して暮らせる地域づくりのためにも、現行の福祉水準の維持が必要である。福祉先進県と呼ばれた神奈川の福祉は、このままでは大きく後退する。私たちは、緊急財政対策案に掲げられた障がい福祉関連事業の改悪に反対するとともに、当事者や関係団体の意見を十分に反映させることを求める。

～決議内容～
· 障がい者の命と暮らしを保障するための現行制度の維持を求める。
· 障がい者の地域生活を支える事業費の削減や交付金化に反対する。

○ 障がい者支援に従事する人材の確保や施設整備などの支援環境を

維持するための補助金の削減に反対する。

· 専門性を確保するために必要な県立施設の見直しに反対する。

○ 当事者や関係団体の意見を十分に反映させることを求める。

以上、決議する。

平成24年12月21日
神奈川県手をつなぐ育成会
神奈川県肢体不自由児者父母の会

　　神奈川県自閉症児・者親の会
神奈川県障害者運動団体連絡会

神奈川県知的障害者施設保護者会連合会

神奈川県精神障害者地域生活支援団体連合会

非営利活動法人神奈川セルプセンター

神奈川県民間知的障害施設協同会

神奈川県身体障害施設協会

神奈川県知的障害福祉協会

神奈川県知的障害施設団体連合会













